
」

・
奉
　
　
■
　
　
ヽ

霞
独
交
流
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「第
九
」
の
誕
生

蒙
三
帝
爾
″
を
結
ぶ
長
い
隷
路
の
物
語

五
潟

女

　

光

　
弘

・

ヽ
６
０
担
当
大
策
、
元
駐
ギ
ン
ピ
ア
大
贅
・

億
じ
め
に

時
を
超
え
歌
い
継
が
れ
る
歓
喜
の
歌
声

″
フ
ロ
イ

デ
ー
ヽ

日
率
で
最
も
親
―
′ま
れ
歌
わ
れ
、
そ
し
て
テ

レ
ビ

・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
流
さ
れ
る
交
響
曲
，
そ

れ
難
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番

「会
娼
」

で
し
ょ
う
〓
今
年
は
理
本
で
梅
み
て
篠
九
が
歌
わ
れ

て
か
ら
九
十
九
年
、
来
年
二
〇

一
八
年
に
冨
周
年
を

迎
え
ま
す
≡
い
っ
た
い
こ
の
曲
が
ど
の
よ
う
に
生
ま

れ
、
ど
の
よ
う
な
遭
種
を
経
て
曇
本
に
や

っ
て
き
た

め
か
、
そ
の
長

い
擁
路
を
通

っ
て
み
ま
し
ょ
う
´ヽ

こ
の
物
議
は
、
以
前
私
が
徳
島
県
鳴
晦
市
の

一
爆

板
案
簿
虜
収
容
所
〓一
を
議
聞
し
た
際
に
、
地
元
の
古

老
か
ら
お
聞
き
し
た
議
も
交
え
記
述
し
た
も

の
で

す
、

″
神
聖
霧
―
マ
帯
圏
す
か
ら
始
ま
る

「第
九
」
の
旅
轟

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

一
七
七
〇
年
十
二
月
十
六
日

に
神
聖
撥
―

マ
帝
鰯

（後
に
ド
イ
ツ
帝
圏
）
の
ボ
ン

で
誕
生
、
若
い
こ
ろ
か
ら
天
オ
ぶ
り
を
発
揮
、
ビ
ア

ノ
曲
舜
作
曲
で
名
声
を
博
し
、
交
響
曲
作
轟
構
想
を

持
ち
つ
つ
二
十
代
半
ば
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
諸
国
の
ウ

ィ
ー
ン
に
移
り
住
み
、　
Ｔ
人
一
二
年
か
ら
交
響
曲
第

九
の
作
曲
に
取
り
組
み
ま
し
た
こ
そ
し
て

一
人
二
褻

年
初
頭
に
、
彼
の
強
愛
じ
愛
読
し
た
フ
リ
ー
ド
彎
）

ヒ

・
シ
ラ
ー
の
蠣
詩

「
歓
喜

に
寄
す
、
＞
尋

雛
ｏ

腎
澪
一』銀
■

を
抜
粋
し
、
第
困
楽
章
の
合
唱
部
分
に
書

き
入
れ
て
全
て
が
完
成
し
た
の
で
し
た
．

″
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帯
国
″
ウ
ィ
ー
ン
で
輸
機
演
は
？

一
人
三
農
年
五
周
七
曇
に
ウ
ィ
ー
ン
の
ヶ
ル
ン
ト

ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
で
第
九
約
初
演
奏
が
行
わ
れ
大
威

動
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
時
の
演
奏
は
次
の
よ
う
な

轟
成
で
し
た
．

鰹
十
歳
頸
担
全
書
と
な
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ギ
ェ
ン
が

総
監
督
と
し
て
メ
ト
ロ
プ
…
ム
を
使
い
テ
ン
ポ
を
指

導
、
指
揮
は
第

一
措
揮
者
の
ミ
ヒ
ゃ
エ
ル
・
ウ
ム
ラ

ウ
プ
ｃ
他
に
第
二
撥
揮
者

（
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

疇

兼
務
）
、
合
唱
指
揮
奮
ヽ
管
弦
楽
鶏
総
数
約
百
名
．
少

年
金
購
爾

（ツ
プ
ラ
ノ

，
ア
ル
ト
の
パ
ー
ト
担
当
）

男
声
会
唱
団

（テ
プ
ー
ル
・
バ
ス
の
パ
ー
ト
担
当
）

総
数
約
八
十
名
´
ソ
リ
ス
ト
は
ツ
プ
ラ
ノ
と
ア
ル
ト

は
女
性
、
テ
ノ
ー
ル
と
バ
ス
は
男
性
が
歌
い
ま
し
た
。

そ
の
後
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ュ
ン
は
第
十
交
響
藤
の
作
曲

韓
取
り
掛
か
り
ま
し
た
が
未
完
成
の
ま
ま
、
二
年
後

の

一
人
三
七
年
二
月
二
十
六
日
経
五
十

・七
歳
で
こ
の

量
を
去
っ
た
の
で
し
た
．

露
英
爾
饉
ど
青
島
要
轟
攻
鍛
戦

一
九

一
麟
年
、
欧
州
で
始
ま
っ
た
第

一
次
世
界
大

戦
の
際
、
藩
本
帝
国
は
職
英
饉
盟
に
基
づ
き
ド
イ
ツ

警
譲
娘
宣
戦
を
布
告
、
ド
イ
ツ
め
糧
界
地
で
為
る
中

量
の
青
轟

（チ
ン
タ
オ
）
守
備
隊
を
攻
撃
す
る
こ
と

と
な
嗜
ま
し
た
〓
難
本
軍
主
力
は
久
留
米
第
十
六
師

題
二
万
亀
千
、
再
令
宮
は
神
尾
光
臣
陸
軍
中
将

（後

に
大
繕
、
作
家
南
島
武
難
の
岳
父
）
、
参
謀
姜
難
曲
葉

半
造
隆
軍
少
将
■
，イ
ザ
奮
学
経
験
あ
る
討
イ
ツ
達
）

■
、
政
整
，な
鱗
貧
ド
イ
ツ
軍
守
機
隊

（撫
揮
官
マ
ル

デ
ゥ
ク
轟
軍
女
性
）
二
対
し
通
告
し
ま
す
●

″青
島
要
憲
一薄
鼻
等
購
入
、
費
間
人
、
婦
女
子
、

病
入
な
ど
を
要
墓
一諄
■
安
全
な
場
所

へ
諄
Ｔヽ
こ
と
、

要
塞
肉
丹
攻
撃
さ
れ
た
，
な

一
場
考
、
壌
読
、
ｔ
・源
、

食
糧
筐
な
ど
う
肇
一帳
二
職
奪
二
褻
検
を
提
一ご
る
こ

と
，
そ
し
て

一
■
罵
鵞
後

，
■
再
二
十

一
鷲
、
３
事

睦
海
薫
織
青
島
要
塞
二
総
政
繋
阜
・覇
轟
，
そ
し
て

一

週
間
後
、
孤
立
無
援
で
崚
ニ
ド
イ
プ
軍
〓
対
し
降
伏

を
勧
告
し
ま
す
．
そ
れ
に
導
し
て
ド
イ
ツ
軍
轟
十
七

r,41.く、レ|
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百
は
十

一
薦
七
澤
に
降
伏
し
ま
し
た
　
神
尾
輝
令
富

轟経
、
Ｆ
イ
ツ
軍
兵
■
に
時
び
か
け
ま
す
．″
諸
驚
は
縄

覇
か
ら
速
く
離
れ
た
孤
立
無
援
め
中
で
種
国
の
為
に

勇
敢
に
戦

っ
た
こ
と
註
敬
意
を
表
し
ま
す
≡
」
ば
ら

く
餞
本
で
体
ん
で
下
さ
い
．
簿
本
鐵
民
鐘
必
ず
や
諸

鵞
め
勇
気
と
愛
鐵
心
を
称
え
客
人
と
し
て
迎
え
る
こ

と
で
し
よ
う
が
そ
し
て
捕
纏
た
ち
は
爾
本
各
地
の
停

虜
収
容
瞬
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
の
約
千

百
名
が
徳
轟
県
の
糠
東
斧
麗
収
容
所

一現
在
め
鳴
購

書
一
緯
送
ら
れ
た
め
で
す

．

「
間
ヶ
糠
」
、
「
鋼
申
島
私
と

『
警
薦
致
睦
戦
』
赫
戦

死
比
率

一
六
０
０
年
の

ｒ
天
下
分
け
糠
の
大
会
戦
″
と
云

わ
れ
た
闘
ヶ
標
の
戦
い
は
、
東
軍
構
‐１１
方
約
九
万
、

西
軍
石
圏
方
約
入
万
へ
総
計
轟
十
七
万
の
大
撃
で
戦

わ
れ
た
事
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
死
者
総
数
は

八
十
で
、
戦
死
比
率
は
た
っ
た
め
五
％
ｔ
ほ
と
ん
ど

の
大
名
は
載
わ
ず
、
寝
返
り
、
轟
切
号
、
逃
亡
な
ど

で
、
ま
し
め
に
戦

っ
た
大
名
が
機
を
し
た
合
戦
■
し

た
．
ち
な
み
た

一
五
六

一
年
、
本
気
■
戦

っ
た
上
杉

謙
信

。
武
麗
信
支
め
篠
餌
■
‐１１
中
島
台
戦
で
は
、
両

軍
総
数
三
万
、
戦
死
八
千
■
畿
死
比
率
は
二
六
ヽ
だ

４
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
〓

地
方
、
青
轟
要
纂
攻
防
裁
で
は
辞
独
画
軍
奔
わ
せ

た
崚
警
）者
濠
饉
百
五
十
、
戦
電
比
率
は

一
ヽ
少
々
■

二
一
こ
れ
は
多
分
世
界
戦
奥
上
の
最
少
め
数
字
で
、

籠
手
二
対
・す
る
思

い
や
り
と
鷺
等
の
機

一
で
為
´́
た

証
し
な
の
で
し
よ
う
　
徳
島
を
総
じ
め
と
す
る
大
ヶ

所
の
職
容
所
に
送
ら
れ
た
兵
士
達
は
温
か
く
選
え

い

れ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
．

″
爾
本
警
轟
″
験
機
の

「
第
九
」
命
演
奏
鐘
？

板
東
収
容
所
長
の
松
江
豊
寿
大
佑

（後
に
少
将
）

は
寛
答
篤
実
の
士
で
し
た
〓
明
治
維
新
の
際
、
政
府

軍
と
戦

っ
て
敗
北
し
た
徳
川
幕
府
機
の
機
会
津
藩
士

の
子
息
で
敗
者

の
苦
し
み
を
無
る
者
と
し
て
、
ド
イ

ツ
軍
補
虜
に
温
情
を
持

【ｒ
て
接
し
、
彼
ら
を
文
化
え
、

科
学
者
、
芸
術
家
と
し
て
高
く
評
価
し
た
の
で
す

そ
し
て

一
九

一
八
年
六
爆

一
翼
、
捕
麟
た
ち
総
遥

か
裁
圏
に
思

い
を
動
せ
つ
つ
、
曇
本
初
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ

ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
を
演
奏
し
ま
し
た
が
、
そ
の

機
歳
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

指
揮
者
は

ハ
ン
ゼ
ン
軍
楽
隊
長
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
し
て
ド
イ
ザ
治
草
鍵
兵
軍
楽
隊
困
十
五
名
、
会
唱

圏
な
ド
イ
ツ
筆
青
轟

（千

ン
タ
オ
）
守
鷲
隊
兵
士
八

十
名
、）
ソ
リ
ス
ーヽ
も
量
パ
ー
ト
全
貫
男
性
兵
士
で
し

た
．
楽
器
は
青
轟
か
ら
の
持
ち
込
み
と
日
本
人
有
志

か
ら
の
提
供
で
し
た
．
そ
の
際

の
聴
衆
は
補
虜
達
と

機
江
大
健
以
下
露
本
軍
警
懺
兵
達
及
び
地
元
の
有
志

だ
け
で
し
た
が
立
派
な
演
奏
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と

一
ざ
す
■

そ
し
て
終
戦
に
よ
り
二
年
八
カ
月
の
収
容
所
生
溝

を
終
え
て
ド
イ
ツ
絶
蟻
置
を
前
に
、
彼
ら
二
趣
か
く

接
し
て
く
れ
た
地
元
板
東
集
漂
玲
民
五
百
八
全
員
を

確
き
感
謝
を
込
め
て
盛
大
な
第
九

の
演
曇
会
を
行

い
、
大
き
な
惑
動
を
与
え
た
翁
で
し
た
、

「
第
九
」
を
鐘
る
懲
義
の
な
量

日
本
鐵
力
寛
大
さ
難
恩
蓑
を
惑
し
た
捕
慶
た
ち
の

中
か
ら
、
鰹
え
ば
軍
舞
難
通
ｔ
ド
イ
ツ
難
学
を
大
学

で
講
機
、
工
兵
隊
は
銭
難

・
進
路
建
設
技
術
を
指
導

し
、
爾
事
ら
猿
簿
義
上
れ
貫
載
し
ま
し
た
　
更
に
薬

子
作
時
角
選
手
十
１

ル

・
ユ
ー

（
イ
ム
や
、　
ソ
ー
を

―
ジ
や
千
１
ズ
難
嗜
の
名
手
ア
ウ
グ
ス
ト

）
曹
―

マ

イ
ヤ
等
も
そ
れ
ぞ
れ
自
本
の
機
人
に
技
術
を
伝
授
、

日
本
糧
会
鐘
黄
議
を
し
た
の
で
す
．

寛
容
な
処
還
で
鑢
嚇
達
か
ら
信
頼
さ
れ
幕
わ
れ
た

松
江
豊
寿
大
性
は
、
そ
の
後
浜
副
第
二
十

一
饉
隊
の

達
隊
姜
絶
転
任
、
少
将
と
し
て
還
富
、
故
攘

へ
戻
り

会
津
避
総
市
長
と
し
て
ま
民

の
為
韓
尽
さ
れ
ま
し

（
」
´

終
わ
り
に

爾
本
入
韓
よ
る
初
の
全
困
楽
章
湊
奏
は
、　
一
九
二

閣
年
十

一
周
二
十
九
日
、
東
京
音
楽
学
校

（現
東
京

藝
術
大
学
）
に
よ
る
演
奏
で
し
た
．
そ
し
て
十
二
尋

工
第
九
が
よ
く
演
奏
さ
れ
る
国
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
霧
本
の
ニ
カ
国
だ
そ
う
で
す

．^

な
ぜ
十
二
属
な

め
で
し
よ
う
？
　
諸
識
あ
り
ま
す

が
、

一
年
め
締
め
抵
り
と
し
て
十
二
月
は
み
ん
な
が

愛
す
る
ベ
ー
ト
…
ヴ

ュ
ン
の
誕
生
層
を
続

っ
て
歌
う

の
で
す
、
と
漱
う
事

に
し
て
お
き
ま
し
よ
―
．
平
機

を
願
う
．^
野
８
亀
亀
。・Ａ
友
よ
―
■
の
歌
声
が
蔓
緯
世

界
の
鐵

々
漣
広
が
り
ま
す
よ
う
ほ
　
　
　
（終
わ
り
）
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鐸
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Ｆ
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<警難の書本を教つた、雪、機響、人々>

日本ほど観際社会からお世話になつた国はない。麗東大地震、

第 2次大戦後、阪神換路大震災、東日本大震災などの際など、

警鍍‡こ警しむ霧本人は轟難社会 :こ鱗けていただいた。

*関東大震災で日本を救援する米爾 (NVT紙 )

率イ ング リッ ド 燿バー ダマ ン CARE親 善大使

来オー ドリー・ ヘ プバー ンUNICEF親 善大使

筆諄率維湊彗酵 交難抄 (200等.4.13.二月女害纏}

戦後の日本を救つたララ物資への感謝の構

還横浜筆頭に設置の香諄皇后御歌韓 ]

「テラの品 つまれたる見て とつ国の

あつき心に 涙こはじつ」『あたたかき

とつ圏人の心つくし ゆめなわすれそ

時はへぬとも」 (注)と つ国とは外理の意。

ララ (LARA)と は、戦後の困窮した日本人を

救った北来 。南来からの救援物資奪
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